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　「民具マンスリー」（以下MM）は文字通り、月刊であり 2019年度は第 52巻 1～12号（2019. 4～





















氏撮影／ 2017 年 4 月・2018 年 8 月）（阿盈娜 2019「モン
ゴル人の食事空間とカマド―青海省と内モンゴルのモンゴル

















○天野武氏へ「シリーズ 民具と出会う」インタビュー取材　2019年 4月 8日　鈴木通大・浜野達也
○神崎宣武氏へ「シリーズ 民具と出会う」インタビュー取材　2020年 3月 2日　樫村賢二
［『民具マンスリー』編集会議日程］
日　　程（通算）
第 1 回（第 378回） 2019年 4 月 12日 第 5 回（第 382回） 2019年 9 月 9 日 第 9 回（第 386回） 2020年 1 月 17日
第 2 回（第 379回） 2019年 5 月 24日 第 6 回（第 383回） 2019年 10月 7 日 第 10回（第 387回） 2020年 2 月 21日
第 3 回（第 380回） 2019年 6 月 21日 第 7 回（第 384回） 2019年 11月 22日 第 11回（第 388回） 2020年 3 月 30日
第 4 回（第 381回） 2019年 7 月 22日 第 8 回（第 385回） 2019年 12月 20日
具が廃棄される一方、伝統文化の再評価の中で、民具もその調査・研究の対象になってきている。
阿盈娜「モンゴル人の食事空間 とカマド―青海省と内モンゴルのモンゴル人を中心に―」52
巻 9号（2019.12）は、生活の変化を民具から描き、戦前の梅棹忠夫の調査を追証している。台湾で
は、岩井・工藤・中林編『絵引　民具の事典』が『図解　日本民具事典』（2019. 2刊）として翻訳さ
れ、日本の民具研究を紹介している。松田睦彦「韓国の統合データベースの普及と博物館協力網　
上・下」52巻 10、12号（2020. 1、3）は韓国の民俗資料の現状を報告している。MMも年々国際的
な報告・論考が増え、民具の比較研究が今後ますます期待される。
　民具資料の保全が厳しい状況の中、民具研究の促進と若手研究者の育成をいかに図るかが、MM
編集委員会では毎回論議され、そのいくつかは編集部企画として実施に移されてきた。衣・食・住
といった基本的な生活財に目を向ける、現代の日常生活に必要な道具としてスマートフォンなどを
取り上げ、新たな民具として位置づけていく、世代間を繫ぐ研究を継承する、民具研究の意味を広
く情報公開する、国際化を図るなどがその骨子である。先輩民具研究者へのインタビュー「シリー
ズ 民具と出会う」では、隅田正三・西中国山地民具を守る会会長（52巻-2、2019. 5）、天野武・元
文化庁主任文化財調査官（52巻-6、2019. 9）が本巻では登場した。また、編集部が主催する研究会
として、「絵馬研究会」「民具を語る―衣生活」が予定されていたが年度末にはコロナウイルスが
蔓延し、延期のやむなきに至ってしまった。
　いずれにせよ、民具が研究・文化資源として、現代社会にも即応した素材であることを「民具マ
ンスリー」は多角的に論議する場でありたい。
